
１．はじめに

2007年の夏季北極海の海氷面積は，衛星観測データ

が示すように2005年の最小記録（5.44×10 km）を

大幅に下回る4.12×10 kmを記録した（Comiso et
 

al. 2008）．2007～2008年は国際極年の期間中である

ことから，砕氷船などの観測も多数実施され，北極圏

の変動・変化についての研究が活発に行われている．

本報告ではそのような観測研究とは異なる視点から，

機長である共著者が貨物機から撮影した北極海の写真

をもとに，2007年の海氷激減の実態とその背景につい

て考察する．

２．貨物機から見た海氷の様子

写真が撮影された日は2007年８月28日（2350

UTC）で，最小記録であった2005年９月の海氷面積

を既に更新していた（第１図）．アンカレッジからフ

ランクフルトへ向けて高度約10kmを飛行中のボーイ

ング747-400型の貨物機（日本航空による北極回りの

貨物便の頻度は週３便）から撮影された写真を第２図

に示す．この写真から，（1）快晴，（2）海面が広く存

在，（3）氷盤が小さい，などの特徴が読み取れる．

例年の夏季北極海では，冷たい海氷上に大陸からの

暖湿気塊が移流して下層雲が形成されるため（例えば

Inoue et al. 2005），上空から海氷や海面を広範囲か

つ明瞭に識別できることは稀であるが，第２図では遠

方まで見渡すことができる．その原因としては，北極

海上に存在する高気圧の影響が考えられる（第１図：

等値線）．高度10km付近からでも霞まずに海氷面/海

面が見えたのは，この高気圧に伴う乾燥空気が卓越し

ていたためであろう．

ボーフォート海東部は冬季の風の影響で海氷が沿岸

域で収束するため，海氷の凹凸が激しく厚い海氷が卓

越する．したがって例年であれば海面が見える状態で

はないが，第２図では海面が広範囲に露出してしまっ

ているため，2007年夏に限っては太陽放射によって９

月中旬までアイス・アルベドフィードバックによる融

解が著しく進行したと考えられる．

これをさらに加速しているのが，８月の時点で既に

崩壊してしまった小氷盤である．氷盤サイズが小さく

なればなるほど，海氷の側面積は増加するため，融解

がより進行することになる．

３．海氷激減との関わり

前述の高気圧は，実際には2007年６～９月まで持続

的にボーフォート海上に存在していた．それに伴って

駆動される大気循環によって，海氷はカナダ沿岸→ア

ラスカ沿岸→北極点へと時計回りに輸送され，2007年

夏の海氷面積の減少がさらに加速したと考えられる．

このような持続的な高気圧が夏に出現することは稀だ

が，最近では1995年や2005年の海氷面積の最小値更新

年（当時）にもこの高気圧が関与している（Inoue
 

and Kikuchi 2007）．さらに，この高気圧性循環に

よって海氷運動が強まると，海洋の鉛直混合によって

表層に蓄積された熱は海氷下へ輸送され，底面融解に

よる海氷減少も促進される（Inoue and Kikuchi

2006）．

４．おわりに

共著者の一人，小林が20～30年前に見たこの領域

は，一面に海氷が広がり割れ目としか海面を識別でき
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なかったのが，2000年ごろから海面が目立ち始めた．

類似の現象は氷床や氷河にも現れていた．氷床が消え

て茶色の岩盤が露出したグリーンランド（第３図）や

山麓の氷河が山頂に近い部分まで後退してしまった

マッキンリー山（第４図）は，共に第２図と同日の航

路上で撮影されたものである（場所は第１図参照）．

これらの写真は2007年の夏

季北極圏の変化を象徴する

ものと言えよう．

無人飛行機による北極圏

の観測研究が可能となりつ

つある現在でも（Inoue et
 

al. 2008），航空機による

定期航路上での継続的な写

真撮影は，変化の著しい領

域の年々変化を記録してお

けるという点で貴重であ

る．北極圏の雪氷変動を最

も目の当たりにしているの

はコックピット上なのかも

しれない．
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第１図 2007年８月29日のAMSR-Eによる海氷
密接度とNCEP/NCAR再解析による
海面気圧（等値線：hPa）．■は写真が
撮影された場所を指す．左上図中の●は
貨物機の発着場所（アンカレッジとフラ
ンクフルト）．

第２図 高度10kmから撮影された北極海の海氷（撮影：小林宏之，2007年８
月28日2350UTC，北緯77度，西経129度，東北東の方向）．氷盤の大き
さ：大きいもので直径20～30km．

第３図 高度10kmから撮影されたグリーンラ
ンドの氷床（撮影：小林宏之，2007年８
月29日0140 UTC，北緯83度，西経55
度，東北東の方向）．岩盤の幅と大き
さ：幅50～70km，高さ200～400m．
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第４図 高度10kmから撮影されたマッキン
リー山（標高6194m）の氷河（撮影：
小林宏之，2007年８月28日2030UTC，
北緯63度，西経151度，東北東の方向）．

2007年の夏季海氷減少の実態について 507

2008年6月 59


